
建売住宅と注文住宅、どちらを選ぶ？徹底比

較 
住宅購入を検討する際、最も悩むポイントが建売住宅と注文住宅の選択です。建売住宅は土地

と建物がセットで、比較的手軽に購入できる一方、注文住宅は設計から関われる分、理想の住ま

いを実現しやすいという特徴があります。購入前にしっかりと両者の違いを理解し、ライフスタイ

ルに合った選択をすることが重要です。この記事では、建売住宅と注文住宅それぞれの特徴や

選び方について、具体的に解説していきます。 

マイホーム選びの第一歩 

 建売住宅と注文住宅の基本的な違い 

建売住宅と注文住宅は、購入方法や自由度に大きな違いがあります。建売住宅は、あらかじめ

建てられた住宅を購入するため、内覧してから具体的なイメージを掴むことができます。土地と建

物が一体となっているため、購入手続きもシンプルです。デザインや設備はある程度決められて

いますが、その分、価格を抑えられる傾向にあります。 

一方、注文住宅は土地選びから始まり、間取りや設備まですべてカスタマイズ可能です。家族構

成やライフスタイルに合わせて、理想の住まいを一から作り上げることができます。ただし、完成



までには時間がかかり、打ち合わせなども必要となるため、じっくりと家づくりに向き合う覚悟が

必要です。 

住宅購入前に押さえておきたい重要ポイント 

マイホーム購入を成功させるためには、いくつかの重要なポイントを押さえておく必要がありま

す。まず、予算計画を明確にすることです。土地代、建築費用、諸経費などを含めた総額を把握

し、住宅ローンの返済計画も立てましょう。建売住宅の場合は、オプション工事の費用も考慮に

入れる必要があります。 

また、立地条件も重要です。通勤・通学の利便性、周辺施設の充実度、将来的な環境の変化な

ども考慮しましょう。注文住宅であれば土地選びから始められますが、建売住宅の場合は既に場

所が決まっているため、慎重に検討する必要があります。さらに、家族の将来計画も考慮に入

れ、長期的な視点で住まいを選ぶことが大切です。 

住宅選びの決め手となる要素を徹底解説 

費用面からみる建売住宅と注文住宅 



 

建売住宅は土地と建物をセットで購入するため、購入時の総額がわかりやすいのが特徴です。

一般的に建売住宅は、同じような住宅をまとめて建設することでコストを抑えられるため、注文住

宅と比べて価格が抑えめになる傾向があります。ただし、追加工事やオプション設備の費用は別

途必要となる場合が多いため、実際の総額を事前に確認することが重要です。 

一方、注文住宅は土地代と建築費用が別々になります。建築費用は1千万円台から3千万円台
が一般的で、仕様や設備によって大きく変動します。こだわりの部分にメリハリをつけることで、

予算内で理想の住まいを実現できる可能性が高くなります。また、長期優良住宅の認定を受ける

ことで、税制優遇を受けられる場合もあります。 



購入までの期間と手続きの違い 

 

建売住宅は完成済みの物件なら、最短で3ヶ月程度での入居が可能です。住宅ローンの審査や
契約手続きがスムーズに進めば、比較的早く新生活をスタートできます。手続きも一括で行える

ため、土地と建物を別々に契約する手間がありません。 

注文住宅は、土地探しから始まり、設計・施工を経て完成まで、通常1年以上かかります。建築会
社との打ち合わせや、建築確認申請などの手続きも必要です。時間はかかりますが、建築過程

を見守れることで家への愛着も深まり、施工品質も確認できるというメリットがあります。 

それぞれの住宅の特徴を比較 

建売住宅のメリット・デメリット 



建売住宅の最大のメリットは、実物を見て購入を決められることです。モデルルームや完成した

建物を実際に見学できるため、完成後のイメージギャップが少なくなります。また、分譲地として

開発されているため、道路や公共設備が整備されており、新しいコミュニティが形成されやすいと

いう特徴もあります。 

一方で、デメリットとしては、デザインや間取りの自由度が低く、他の家と似たような外観になりや

すい点が挙げられます。また、建築中の確認ができないため、壁の中の施工品質に不安を感じ

る方もいるかもしれません。 

向いている人の特徴 

建売住宅が最適な方 



建売住宅は、住宅購入をスムーズに進めたい方に特に適しています。例えば、育児や仕事で時

間的な余裕が少ない方、できるだけ早く新居に入居したい方には、建売住宅が理想的な選択と

なるでしょう。また、住宅の細かい仕様にこだわりがなく、標準的な間取りで十分という方にもお

すすめです。新築住宅を手軽に購入したいという方には、建売住宅が最適な選択肢となります。 

さらに、新しい街区での生活を楽しみにしている方にも向いています。建売住宅の分譲地では、

同世代の家族が同時期に入居することが多く、子育て世代同士のコミュニティが自然と形成され

やすい環境があります。 

注文住宅が最適な方 

注文住宅は、住まいづくりにこだわりを持つ方に向いています。特に、一般的な間取りでは満足

できない方や、自分だけの独創的な住空間を実現したい方には、注文住宅がベストな選択となる

でしょう。土地選びから始められるため、希望のロケーションに理想の住まいを建てられるという

大きな魅力があります。 

また、高性能な住宅設備や環境に配慮した建材にこだわりたい方、二世帯住宅や在宅ワークス

ペースなど、特殊な要望がある方にも注文住宅が適しています。家づくりのプロセスを楽しみな

がら、じっくりと理想の住まいを作り上げたい方にもおすすめです。 

結論：あなたに合った住宅の選び方 



 住宅選びを成功に導く3つのステップ 

住宅選びを成功させるには、計画的なアプローチが重要です。まず第一に、具体的な予算計画

を立てることから始めましょう。頭金の額や住宅ローンの返済計画を綿密に検討し、将来の生活

設計も考慮に入れます。無理のない返済計画を立てることが、快適な住まいづくりの第一歩とな

ります。 

次に、家族全員の要望をまとめ、優先順位をつけることが大切です。間取りや設備、立地条件な

ど、それぞれの希望を明確にし、実現可能な範囲で調整していきます。最後に、実際に物件や展

示場を見学し、具体的なイメージを掴むことが重要です。 

専門家に相談するポイント 



住宅購入を検討する際は、専門家への相談を効果的に活用することが重要です。建売住宅の場

合は、不動産会社の担当者に建物の性能や保証内容、追加工事の可能範囲などを具体的に確

認しましょう。特にアフターサービスの内容については、詳しく説明を求めることが大切です。 

注文住宅では、複数のハウスメーカーや工務店に相談することをおすすめします。それぞれの会

社の特徴や得意分野、施工実績などを比較検討することで、自分に合った建築パートナーを見

つけることができます。価格だけでなく、提案力や対応の丁寧さなども重要な判断材料となりま

す。 

後悔しない住宅選びのためのチェックリスト 



住宅選びで後悔しないために、以下のポイントを必ずチェックしましょう。まず、立地条件について

は、通勤・通学の利便性だけでなく、周辺の開発計画や地域の将来性も考慮に入れます。日当

たりや騒音といった住環境も、実際に現地で確認することが重要です。 

建物については、耐震性能や断熱性能などの基本性能を確認します。建売住宅の場合は、標準

仕様とオプション工事の内容を詳しく確認し、追加費用も含めた総額を把握しましょう。注文住宅

では、建築会社の施工品質や保証制度、アフターフォローの体制などもしっかりと確認します。 

まとめ：理想の住まいへの近道 
建売住宅と注文住宅、どちらを選ぶかは、家族の希望や生活スタイル、予算、時間的な余裕など

を総合的に判断して決めることが大切です。建売住宅は、手軽さと価格の安定性が魅力で、早

期入居を希望する方に向いています。一方、注文住宅は、自由度が高く理想の住まいを実現で

きますが、時間と手間がかかることを覚悟する必要があります。 

どちらを選ぶにしても、長期的な視点で判断することが重要です。家族構成の変化や将来のライ

フスタイルの変化も考慮に入れ、末永く快適に暮らせる住まいを選びましょう。また、専門家のア



ドバイスも積極的に活用し、慎重に検討を重ねることで、理想の住まいづくりを実現することがで

きます。 
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